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デザインポッドの名のもとに昭和女子大学 環境デザイ
ン学科 藤澤研究室（旧長岡造形大学藤澤研究室）は2005年
ごろよりデザイン企画設計開発を繰り返し，多くの実
作と仮想演習作品を通して新たなる造形物極小建築物，
またデザイン媒体としての構想を練ってきた。
デザインポッドの主な特性としては極小建築物（造形物）＝
シンボルモニュメントとして展示内容を形態に反映させ
メタファーとして表現することで造形物とその展示内容の
視認性を高めていること。造形研究もしくはモーフォロジ
ーを駆使して形態決定されていること。また移動可能なデ
ザインポッドを多く提案しているがこれは移動することで
人々の展示内容に関する認知度を高めることができる。展
示方法としては観覧者が観て触れて嗅ぐことのできる
ハンズオン展示を含め，造形物としての視認性を生かし，
インターネットや図書館から得る情報収集とは違う感覚で
展示を味わうことができること。新たなるデザイン媒体と
して提案している点では，テレビラジオWEB広告
パンフなど様々な媒体はあるが，デザインポッドはその新
媒体として存在価値をもつ。今までの媒体ではビジュアル
とサウンドのみで伝えることが多かったがハンズオン展示
を基本とするデザインポッドは肌で感じる自然感覚をも伝
達可能と考える。人間の五感をすべて活用し，観て触って
嗅いで展示物を認知することが可能である。現代社会にお
ける様々な情報を含め，野性的なシズル感をダイナミック
に味わうことが可能な新たなるデザイン媒体とも言えるで
あろう。またスケールは少人数の人間が辛うじて入れる程
度であることが一般的で，このスケールは親近感が持ちや
すく目で見える情報が捉えやすいメリットがあり，ハンズ
オン展示に即していると研究の成果から考えている。
上記を簡易的に説明すると，観覧者はデザインポッドの
面白みのある視認性の高い造形に惹かれ，ハンズオン展示
で五感を活用し理解を深めていくこととなる。
デザインポッド 代表作
里山カーゴ
「越後妻有大地の芸術祭アートトリエンナーレ2009」
出展作品
作者:昭和女子大学 藤澤忠盛研究室＋旧長岡造形大学
新海俊一研究室
里山カーゴは越後妻有地区の食文化とそれを支える農業
に焦点を当てたデザインポッドである。妻有郷の各地に育
まれた食文化の魅力を多数の引き出しに詰め込んだ木製の
「食の移動標本車」。大地の芸術祭の会期中，神出鬼没に東
西南北の各エリアを巡る。（図123）
東西南北と展示空間から構築される造形理論
越後妻有食文化ダイアグラムは北エリア（松代，川西），
東エリア（十日町），南エリア（中里，津南），西エリア（松
之山）に分別される。各エリアにはそば，コシヒカリ，ヤ
マメ，イワナ，ニジマス，お酒，人参など大地の恵の産物
がある。この大地の恵みに最大限焦点をあて，この地域に
おける食文化を展示する。
ダイアグラムにあるように田や畑が大地を覆い尽くしこ
のエリアにおける食文化を支えている。里山カーゴをこの
中心点に配置することで食文化を支える田や畑，またその
恵みの中心点に存在価値（産物の求めやすさ）を求める。
東西南北の立方体のような造形は我々が日常的に忘れて
いる自然の基本とも言える方向感（太陽は東から上り西に沈
む）を思い起こし自然回帰へと感覚を誘う。（図456）
展示計画（図7）
東西南北の中心点における配置計画は北側にどのような
食文化や農作物があるのか，また南側ならどんなものがあ
るのか，明快な方向性における視認性を確立し我々の興味
を引き立てる。この里山カーゴから人は食文化や産地の恵
みの旅を東西南北に向かって始めることができる。
「食の標本」として地域の伝統文化，地理的特徴，気候
風土と密接に結びついた妻有郷の代表的な食物を，懐かし
き茶笥にも似た引き出しに詰め込んで各地に運び，食の
文化交流を育む。
展示空間は大きく4つの方向性（東西南北）に区切られ
ハンズオン展示における最大の醍醐味である観て，触って，
嗅いで感じることができる。臭いまで感じることは大地の
恵みを堪能するには必要であろう。
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図1「大地の芸術祭」里山カーゴ
図2 東西南北の各
エリアを巡る
里山カーゴ
図3 木製の「食の移動標本車」
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移動可能な形状（図8）
里山カーゴは芸術祭会期中移動を行い，神出鬼没
に各エリアを回ることを趣旨に形成されたため，山
車のような形態をしている。複雑に入り組んだ形態
は移動に適している訳ではない。これは上記に記し
たように展示とその形態の生成方法論（東西南北）
に大きく頼った結果によるものである。里山カーゴ
は大地の芸術祭の会期中，神出鬼没に東西南北の
「里巡り」を行う。「里巡り」では広域合併で新たに
十日町市という共同体に加わった旧川西町，旧中里
村，旧松代町，旧松之山町を巡り，各地に育まれた
食文化を届ける。
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図5 設置希望箇所 現地写真 図6 里山カーゴフィールド
図7 里山カーゴ内観パース
図8 移動可能な形状
・活動記録里山カーゴ（昭和女子大学藤澤研究室＋長岡造形大
学新海研究室）ブログhttp:/satocargo.exblog.jp/
岡田美代 昭和女子大学 環境デザイン学科 藤澤研究室
世田谷 食ベイコウプロジェクト
デザイン企画演習作品（図910）
「世田谷で美味しく 世田谷を美味しく」をコンセプト
に，世田谷区民を中心とした人々が世田谷の飲食店を利用
していくことで，世田谷が魅力ある ・美味しい・まちとな
ることを目標にデザインポッドを企画開発した。
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図9「食ベイコウプロジェクト」
図10「世田谷で美味しく 世田谷を美味しく」
図11の地図は世田谷区内の民族料理店の分布を示して
いる。世田谷には，多数の，しかも多国籍の飲食店が存在
し，最も集積している地域は三軒茶屋―池尻大橋間である。
他にも，各鉄道の沿線や，高速道路の通る地域を中心に多
くの民族料理店が存在していることが図より理解できる。
区民や，区外から世田谷に訪れる人に，実際にそれぞれ
の店舗にどんどん行ってもらうことで，飲食業界の活性，
さらに各種沿線や各地域の回遊率をあげることにもつなが
る。
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図11 世田谷区内の民族料理店の分布
飲食業などをはじめとした世田谷区内の事業所は，鉄道
ターミナル駅周辺の商業集積地や区内に点在する商店街に
集中している。二子玉川下北沢三軒茶屋といった商業
集積地においては，まちの歴史，立地条件，集まる事業者
の傾向などをもとに，個性あるまちのイメージが創り出さ
れている。（図12）
これらのように，世田谷には区外から世田谷の特色ある
商品やサービスを購入する人が多く訪れるまちがあり，三
軒茶屋，下北沢，二子玉川などはそれぞれ個性のある魅力
的な地域である。しかし，地域内循環をさらに促進するた
めに，拠点エリア内の回遊性や拠点同士の回遊性を高め，
新たな魅力を創出していくことが重要であると考える。
例えば，下北沢から三軒茶屋，三軒茶屋から二子玉川ま
で，にぎわいをつくり，回遊性を高めることで，街と街の
間に新たなにぎわいやブランドを生み出し，それが世田谷
の新たな魅力につながっていくと考える。
そこで，この3つの地域をさらにアピールし，そしてさ
らに，小田急線，京王線，東急線，世田谷線などの沿線に
回遊性を高めるため，沿線ごとや，繁華街でないところに
ある飲食店各店舗の魅力を創出することも目的とする。
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図12 商業集積地:二子玉川下北沢三軒茶屋
外食産業のジャンルの中で，特に非日常な体験を味わえ
るのが民族料理と考えている。民族料理に注目してもらう
には，まず上記エリアの各国の料理に注目してもらう必要
がある。パスポートのスタンプ（図13）が増えていくのを
楽しむようにさまざまな国の民族料理に挑戦するデザイン
ポッドを考案した。
デザインポッド:造形研究（図14）
ポッドの展示機能を考慮し，長方形を折ったものから変
容して構築した。
斜め上にとがったフォルムを強調することでナプキンの
イメージを持たせ飲食産業を想像する。視認性を高めた外
側左手前の展示空間を必要最小限にすることで人々の通過
動線を考慮して最終形となった。
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図13 さまざまな国の民族料理
パスポートのスタンプを増やすように
図 14 造形研究:
ナプキンをイメージして
―74―
図15 展示計画:inside&outside
図16 配置計画:
三軒茶屋パティオ
展示計画（図15）
パスポートデザインのあ
る裏の凸の部分はスクリーン
となっていて，三軒茶屋など
世田谷各地の繁華街の情報の
映像がながれる。世田谷区の
民族料理店の分布図や，世田
谷の産業ビジョンについての
展示が計画されている。表側
はパスポートをモチーフした
世田谷の民族料理店のカタロ
グとなっていてハンズオン展
示としては見た人がページを
めくり，様々な世田谷区に関
する飲食の情報を共有するこ
とが可能である。
配置計画（図16）
三軒茶屋パティオ
に配置。三軒茶屋周
辺の多国籍飲食文化
に貢献しコンセプト
である「世田谷で美
味しく 世田谷を美
味しく」を実践する。
ポッドは移動可能
分解可能な素材で構
築され二子玉川，下
北エリアを周遊する。
阿部初美 昭和女子大学 環境デザイン学科
藤澤研究室
世田谷 祭りプロジェクト
デザイン企画演習作品（図17）
世田谷区は，都内でも有数の遺跡密集地であり，
その分布は区内のほぼ全域に及ぶ。
天正時代，軍事政治上必要な伝馬の確保のため
宿場の繁栄が必要不可欠であった。そして，世田谷
の楽市が開かれ，現在でも形を変えながらボロ市と
して存続している。このように世田谷は市や祭りが
非常に盛んなエリアである。
調査分析（図18）
世田谷の特色
・早くから各駅の周辺に地区
の核となる商店街が形成さ
れ発展してきた。商業活性
化に対する意欲は強く，地
元と結びついたイベントの
定着が見られる。
・古くから住む人々の結びつ
きが強い地域でもあり，伝
統的な行事や文化的な遺産
等を自分たちで守っていこ
うという意識を強く持って
いる。近年移り住んだ人々
の間にも，地元の歴史や文
化への関心が高まっている。
・寺が多い。関東大震災後，
被害を受けた下町の人々は
地価が安く交通便のよい近
郊へ移住し，世田谷の人口
が急激に増え，電車の沿線
は住宅地に変貌していった。
都心で被災した寺が，この
年から世田谷に26寺も移
転した。
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右:図17「世田谷 祭りプロジェクト」
下:図18 世田谷の特色
・世田谷区では，・ふるさと・は遠くにあるものではなく，
身近なところでつくるという発想に立ち，特色のある四
季折々の地域まつりが行われている。
造形研究（図19）
1:紙に切れ込みを入れ，空間表現を行った
2:一枚の紙を折り曲げ変形を行った
3:ねじれ 切れ込みを入れ，光の表現
4:連結し展示の領域を確保
5:シンプルに弧を描くことで，展示領域の基礎を確立
6:5の変形
7:アクセントの追加
8:光の造形を追加
9:完成
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図19 造形研究
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展示計画（図20）
世田谷区の樹 ・ケヤキ・
の葉が生い茂る展示空間イ
メージ。屋根は雲のようで，
四季の空を感じさせるトン
ネルがあり高い視認性をポ
ッドの形状に与える。世田
谷でおこなわれているお祭
りがいっそう盛り上がるよ
うにと願いを込め…四季の
祭りをトンネル内でハンズ
オン紹介。日光が差し込む
ように壁には彫刻をほどこ
し展示空間を柔らかく照ら
す。
人は訪れ，デザインポッ
ドに触れ，感じることで世
田谷の自然とその市と祭り
の意味を興味深く知ること
ができるであろう。
図20 展示計画
デザインポッド パース（図21）
色彩計画を行い駒沢オリンピッ
ク公園に配置。移動可能なシステ
ムなので世田谷区内のお祭りエリ
アを巡回することが可能。
図21 デザインポッド パース
梶浦瑶子 昭和女子大学 環境デザイン学科 藤澤研究室
世田谷 住民参加型防犯プロジェクト
デザイン企画演習作品
住民参加型のデザインポッド
現代社会は，情報を待つだけの時代ではなくなってきて
おり，我々自身が自ら発信することが求められてきている
ように感じている。このプロジェクトを世田谷区民参加型
にすることによって，自分の関わっているエリアへの犯罪
の無い平穏さへの愛着をより一層感じることができ，そし
て，住民が感じているポイントと行政が考えているポイン
トの相違点などを一目瞭然に把握することが可能になる。
このような交流から，普段なかなか関わることのない防災
防犯関係の人たちと住民が実際に会わなくても防犯コミュ
ニケーションツールとしてこのデザインポッドを使用する
ことができる。お互いの危機管理の向上を区民に促すこと
ができるデザインポッドを構築した。
調査分析（図22）
日本の警察からみた世田谷区の安全安心への試み
世田谷区の推計人口は88万人を越え，東京23区内で最
多である。小学校，中学校，高校と未成年者だけでも推定
5万人が世田谷区で一日の大半を過ごし，他に大学短大，
会社，商店が多くあるのでより大勢の人々が生活している。
それに伴い交番警察署消防署なども多数存在する。
（図23）
犯罪とは誰にでも起こりうることだということを忘れて
はならない。そして，何か起きてしまったときは速やかな
―78―
図22 日本の警察からみた世田谷区の安全安心の試み
解決が望まれる。警察サイドから考え，ここ
で大切になってくることは初動捜査である。
事件が発生し，最初に動き出すのは鑑識で
ある。そして，目では見えないほんの小さな
ほころびを見つけ出す。その後は，科学のス
ペシャリストが仕事を受け継ぐ。科学の進化
が犯罪を解決させる。このような捜査を素早
く行うことによって事件解決にいち早く近づ
くことができる。世田谷区は，都心だという
こともあり要人警護も必要となってくる。事
件が起きたとき，めまぐるしく進化を遂げて
いる科学捜査こそがこれからの日本の警察捜
査を支えていくことになる。
このデザインポッドを通して，区民に警察
の犯罪捜査の職務を知っていただき，ハンズ
オン展示を通して，防犯の知識を理解し体験
していただきたいと願う。
展示計画
科学捜査実体験ブース（図 242526）
ハンズオン展示としては普段経
験することのできない体験コーナ
ーを計画した。日常ではほとんど
接する機会のない科学捜査につい
ての情報に触れる体験を通して，
老若男女に楽しみながら理解を深
めてもらうことを目的とする。
台の上ではハンズオン展示であ
る体験コーナー，側面にはたくさ
んの科学捜査の種類を解説する。
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図23 マップ:交番警察署消防署
図24 住民参加型デザイン
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図25 デザイン:機能1
図26 デザイン:機能2
視覚聴覚からみる科学捜査現場（図2728）
科学捜査という言葉自体が固く難しいイメージがある。
映像という，視覚聴覚を使って理解しやすい環境を提供
することによって大人から子どもまで幅広い年齢層にわか
ってもらえるのではないかと考えた。ここで紹介されるド
ラマ，映画は家庭でも見ることができる。このデザインポ
ッドは，情報を提供すると同時に，自分たちの地域も同じ
ように守られているという実感を区民に持ってもらう場所
である。
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図27 科学捜査体験ブース
図28 視覚聴覚からみる科学捜査
デザインポッド:造形研究（図29）
守られている雰囲気を表すために，角があるデザインに
した。それだけではなく，円を組み入れることによって優
しいイメージも同時に考えた。円を時計に見立てて，24
時間を表し，透明にすることによって中身を外からでも見
ることができるようデザインした。また色彩計画としては
針の色を外から見たら，黄緑色。内側から見たらピンク色。
黄緑色は，非常口の色として使われていて安心安全の象
徴。ピンクは，かわいさやキュートさではなく，実際にア
メリカの刑務所で受刑者の服をピンクにしたら再犯率が激
変したという事実があり自分の愛情に気づき他人のことを
大事にしたくなる色ということから考案した。Podのデ
ザインにふさわしいと思い色彩計画も含め造形研究を行っ
た。
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図29 デザインポッド造形研究
配置計画（図30）
居住区域でありショッピングエリアでもある二子
玉川にプロジェクトを計画し，その駅付近にポッド
を配置することで，大勢の人に関心を持ってもらい，
またハンズオン展示を通して体験する機会を増やし
ていただきたいと考える。
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図30 デザインポッド パース
